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生物工学科
生物の基礎から応用まで学び、
医薬品・食品・化粧品の
開発に生かす

生物学の基礎から社会応用までを学ぶ学科です。遺伝子工学や医

薬品工学、各種の実験科目など多彩な科目を通して、バイオテクノ

ロジーの知識と技術を身に付け、将来、医薬品・食品・化粧品などの

業界で活躍できる人材を育成します。

Department of Bioengineering
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生物工学科

生化学や遺伝子工学など、生物学の基礎から応用までを学びます。医薬

品の開発・製造、食品やコスメティック製品についての科目では、実践力

を身に付けます。

生物学について
基礎から実践までを学ぶ

多彩な講義科目で生物学の基礎から応用までを学びます。実験科目では、講義で得た知
識を技術の習得につなげます。3～4年次には、医薬品工学や食品工学、コスメティック科
学などの科目を通して、知識や技術を社会での応用につなげます。

学びの特徴

1

Feature

生物学は医薬品・食品・化粧品などの分野で社会応用されています。多彩な講義科目を通
して広く知識を学び、実験科目ではそれを使った技術を身に付けます。

●生物の基礎から応用まで　●細胞や遺伝子を扱う技能　●問題解決能力

身に付く力
Ability

脳神経科学・免疫学で
生命の神秘に迫る

■  医薬品・食品・化粧品などの業界
■  医療に関わる仕事 (医薬品の開発支援等)
■  教育機関 (中学高校の理科の先生)　など

就職状況 P.68

生物工学科は医工連携への取り組みを積極的に

進めています。卒業研究の場として、医学部（伊勢

原キャンパス）の研究室も選べます。学科で学んだ

バイオサイエンスの知識と技能を生かし、実際の

医療につながる卒業研究が可能です。

■医学部で研究
UPClose » 卒業後の進路

Career

★ 教職課程
★ 中学校教諭一種免許状(理科)
★ 高等学校教諭一種免許状(理科)

e &
Qualification

取得可能な
免許・資格

脳神経科学や免疫学では、生命の神秘を

学びます。実験科目では、細胞や微生物を

取り扱う技術などを身に付けます。

遺伝子組換え技術は医薬品や食品などに

応用されています。遺伝子工学実験や食品

工学などの科目で多角的に学びます。

生活に関わる製品分野も生物工学の守備

範囲です。コスメティック科学などの科目

では、応用力を養います。

2
遺伝子工学から
医薬品・食品の開発まで 3

シャンプーや化粧品などの
コスメティック製品

詳細は後のページ



1  年  次 2  年  次
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1 セメスター  《 春 学 期 》 2 セメスター  《 秋 学 期 》 3 セメスター  《 春 学 期 》 4 セメスター  《 秋 学 期 》

4 年 間 の 学 び カリキュラム

　生命科学は時代と共に大きく発展し、医

療や食品分野で現代社会に必須の技術と

して用いられています。本科目では、細胞

分裂や遺伝情報の伝達、DNAの構造など、

基本的なテーマを取り上げます。

最新の生命科学について、
基本的な知識を身に付けます

現代生命科学Pick Up 1

基礎生化学Pick Up 2

　細胞は、タンパク質・核酸・脂質・糖など

の生体分子で構成されています。この科目

では、そのような生物にとって必須の化合

物の形と働きを取り上げ、生物の中での機

能を学びます。

生物を構成する分子の形や
働きについて、基礎を学びます

選 択 必 修 とは

Pick Up 3

Pick Up 4

脳神経科学

　私たちは、神経を通して情報を集め、脳

で記憶したり判断したりして、活動していま

す。本科目では、神経系による情報伝達や

脳の情報処理について学び、その神秘に

迫ります。

脳や神経系がどのように
働いているのか、その神秘に迫ります

　遺伝子を取り扱う技術は、例えば、食品

の検査や、病原体の特定など、さまざまな

形で社会応用されています。本科目では、

遺伝子組換え、DNAの精製など、その基礎

技術を学びます。

遺伝子組換えやPCRなど、
遺伝子工学の技術を身に付けます

遺伝子工学実験

　科目には、必修と選択があります。必修科目は必ず修得する科目です。選択科目は自分で選べる
科目です。選択必修はその中間で、選択必修科目の中から所定の単位数が必要な科目です。生物工
学科の専門科目はほとんどが選択科目ですが、実験科目とゼミ・卒業研究の計21単位分を選択必修
とし、その中から8単位以上を修得することとしています。実験科目で早めに満たすことも可能です
し、ゼミなどで集中的に修得することもできます。

基幹科目

・ 現代生命科学
　【選択／2単位】

・ 基礎化学  【選択／2単位】
・ 理論化学  【選択／2単位】
・ 基礎物理学  【選択／2単位】

基幹科目

・ 基礎生化学
　【選択／2単位】

・ 酵素学  【選択／2単位】
・ 分析化学  【選択／2単位】
・ 化学平衡論  【選択／2単位】
・ 基礎有機化学１  【選択／2単位】

入門ゼミナールＡ  【必修／2単位】 入門ゼミナールB  【必修／2単位】

実験科目

・ 基礎化学実験
   (コンピュータ活用を含む)
   【選択必修／2単位】

基幹科目

・ 基礎情報処理  【選択／2単位】
・ 代謝生化学  【選択／2単位】
・ 脳神経科学
　【選択／2単位】

・ 分子生物学  【選択／2単位】
・ 基礎有機化学２  【選択／2単位】
・ 生物工学グローバルスキル１
   【選択／2単位】

実験科目

・ 生化学実験  【選択必修／2単位】

教職科目

・ 物理学実験
   (コンピュータ活用を含む)
   【選択／2単位】
・ 地学概論１  【選択／2単位】

基幹科目

・ 応用有機化学１  【選択／2単位】
・ 生物工学グローバルスキル2
   【選択／2単位】
・ 生物物理  【選択／2単位】

実験科目

・ 遺伝子工学実験
   【選択必修／2単位】
・ 有機化学実験
   【選択必修／2単位】

教職科目

・ 地学概論2  【選択／2単位】
・ 地学実験(コンピュータ活用を含む)
   【選択／2単位】

発展科目

・ 遺伝子工学  【選択／2単位】
・ 微生物学  【選択／2単位】
・ 細胞生物学１  【選択／2単位】

Pick Up 1 Pick Up 2 Pick Up 3

Pick Up 4

・ 一般生物学  【選択／2単位】

工学共通基礎科目

・ 医工学概論  【選択／1単位】
・ 生物工学概論  【選択／1単位】
・ 応用化学概論  【選択／1単位】

工学分野横断基礎科目
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3  年  次 4  年  次
5 セメスター  《 春 学 期 》 6 セメスター  《 秋 学 期 》 7 セメスター  《 春 学 期 》 8 セメスター  《 秋 学 期 》

生物工学科

医薬品工学Pick Up 7

　医薬品は、私たちの健康を維持するため

に、なくてはならない製品です。本科目で

は、医薬品のもととなる化合物をどのよう

に見つけて、製品としていくのか、その流れ

を概観します。

医薬品の開発から製造まで、
各ステップの基本を学びます

　私たちは、毎日、食べものを食べて、飲み

ものを飲んでいます。それら食品の加工や

衛生面の技術、社会の中での「食」の在り

方など、食品について分野横断的な視点か

ら関連知識を習得します。

食べもの・飲みものに関係する
知識・技術を学びます

食品工学Pick Up 8

卒 業 研 究｜テ ー マ 例｜

▶ ゲノム編集を用いた筋ジストロフィーの
　 ゼブラフィッシュの作製

▶ 遺伝子組換えヒト糖転移酵素の発現系の研究

▶ 糖鎖粒子による免疫誘導における
　 TLR4との関連性

▶ ヒト脳神経回路を模した人工知能の研究

▶ クルマエビのインスリン関連ペプチドの
　 化学合成と機能解析

▶ ブドウから単離した酵母の香気産生の研究

▶ 健康食品に用いる天然高分子化合物の
　 生体調節機能の解析

Pick Up 5

コスメティック科学

　生物学の知識は、化粧品やシャンプーな

どの日用品の開発・製造にも応用されてい

ます。この科目では、化粧品原料・香料から

医薬部外品まで、関連業界で役立つ知識を

身に付けます。

化粧品やシャンプーなどの
コスメティック製品について学びます

　私たちの体は、常に細菌やウイルスから

攻撃を受けています。それと戦っているの

が免疫系です。この科目では、免疫系の種

類や、免疫細胞の役割、抗体の働きなどに

ついて学びます。

細菌やウイルスから体を守る
免疫系の働きを学びます

免疫学

Pick Up 6

リンパ節

単核貪食細胞

基幹科目

・ 応用有機化学２  【選択／2単位】

実験科目

・ 生体分子実験
   【選択必修／2単位】

卒業研究

・ 生物工学ゼミ１
   【選択必修／2単位】

教職科目

・ 理科教育法１  【選択／2単位】
・ 理科教材論  【選択／2単位】

発展科目

・ 細胞生物学２  【選択／2単位】
・ 免疫学  【選択／2単位】
・ 機器分析学  【選択／2単位】
・ 植物科学  【選択／2単位】
・ 薬理学  【選択／2単位】

実験科目

・ 総合生物学実験
   (コンピュータ活用を含む)
   【選択必修／2単位】
・ バイオセーフティ実習
   【選択必修／1単位】

卒業研究

・ 生物工学ゼミ2
   【選択必修／2単位】

教職科目

・ 理科教育法2  【選択／2単位】
・ 理科教育実践論  【選択／2単位】

発展科目

・ 生物無機化学  【選択／2単位】
・ バイオテクノロジー
   【選択／2単位】
・ バイオインフォマティクス
   【選択／2単位】
・ バイオセーフティ  【選択／2単位】
・ 天然物化学  【選択／2単位】
・ コスメティック科学
   【選択／2単位】

発展科目

・ 医薬品工学
　【選択／2単位】

・ 食品工学  【選択／2単位】

卒業研究

・ 卒業研究１  【選択必修／2単位】

卒業研究

・ 卒業研究2  【選択必修／2単位】

Pick Up 5

Pick Up 6

Pick Up 7

Pick Up 8
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先輩からのメッセージ
生物を専門に学んだ先輩が、医療や食品・化粧品など、多彩な業界で活躍されています。

皆さんも、生物工学科で生物の知識と技術を身に付けて、夢を実現してみませんか。

Study & Campus Life

　私は高校生のときに生物の授業で学んだ遺伝子や、そ
れを応用した医薬品や医療があることに興味を持ち、将
来は遺伝子工学を応用した医療に携わりたいと考えてい
ました。生物工学の分野は、生命に関わるさまざまな機能
を理解する研究領域で、新しい研究課題に取り組むこと
ができるのではないかと思っていました。また、遺伝子や
医薬品などの授業や実験実習が多く、最先端のバイオテ
クノロジーを学ぶことができると考え入学しました。
　1年次から3年次までは生物学・化学の講義や実験実習
がありました。実験実習では、講義で学んだ知識を実際に
活用できることに達成感を覚えました。3年次からは、分子

自分の「夢」だった医薬品や医療に関わる企業に勤めています

生物学を専門とする研究室に所属して研究活動を始めま
した。実際の研究では、納得のいく結果が得られないことも
ありますが、指導教員や研究室メンバーとのディスカッショ
ンを重ね、課題を解決したときには、心から感動しました。　
現在、私は自分の「夢」だった医薬品や医療に関わる企業
に勤めています。職場では、白血病の予後予測や遺伝子
疾患の診断につながる検査を行っており、大学で学んだ
ことを生かして医療に貢献していると実感すると共に、患
者様の命のバトンをつなぐ責任を強く感じています。これ
から入学を考えている皆さんも、充実した学生生活を送っ
て、自分の「夢」を実現してください。

　私は、生物学と化学を同時に学ぶことができ、他学科
よりも早い3年次春学期から研究室に所属して専門的な
研究ができる点に魅力を感じ、生物工学科の前身の生命
化学科への入学を決めました。
　この学科では、幅広い分野を基礎から専門的な知識
まで学ぶことができます。私は高校時代に化学専攻で
あり、生物学の知識が不足していましたが、初年次の授
業で基礎的なことから勉強できたため、専門性が高まっ
ても困ることはありませんでした。また、各授業で関連す
る部分も多く、生物学的視点と化学的視点で多角的に
考えることができるため、知識をより深めることができま
した。

生物工学科の一番の魅力は、充実した実験科目

　この学科の一番の魅力は、充実した実験科目にあると
思います。座学で学んだ生命現象を実際に実験で体験
し、目で確認することで理解を深めることができます。ま
た、座学や実験の中で興味を持ったことを早期から研究
室で専門的に学ぶことができるため、やりたいことが存
分にできる充実した4年間になると思います。
　最後に、皆さんには大学生活でしかできない多くの経
験をしてほしいと思います。学問に取り組むことはもちろ
ん、部活やサークル、アルバイトなども経験し、人との出
会いを大切にしてほしいと思います。経験や人とのつな
がりが皆さんの人生の幅を広げてくれます。生物工学科
での大学生活を存分に楽しんでください。

食品系や医薬品系の専門的な内容まで幅広い知識を身に付けることができます

　私は高校時代、化学が好きでした。その際、自分の体で
起きている生命現象には化学が大きく関係していること
に興味を持ち、生物工学科の前身の生命化学科に入学し
ました。
　生物工学科では、生物学や化学の基礎から、食品系や
医薬品系の専門的な内容まで幅広い知識を身に付ける
ことができます。実験科目は1年次の秋セメスターから始
まります。他の授業の課題やテスト対策をしながら、空き
時間には実験レポートの作成、と忙しい毎日でしたが、座
学によって学んだことを実験で実際に確かめることがで
きるので、授業への理解が深まります。
　また、3年次から所属できる研究室は学科の最大の魅

力であると思います。研究室では、個々の研究テーマに
沿って実験を行っていきます。授業での実験とは異なり、
自ら考え、行動することが重要になってきます。それでも、
困ったときは先生や先輩が指導してくれるので、のびの
びと実験することができました。私は3年次から卒業研究
を始めましたが、自分の研究が進むにつれ、もっと研究し
て自分の研究の専門性を高めたいと思ったので、大学院
への進学を決めました。
　大学4年間では、授業や研究だけでなく、サークル活動
やアルバイトなどさまざまな刺激を受けて自分の成長に
つなげてほしいと思います。ぜひ、充実した学生生活を
送ってください。

松崎 香奈 さん　応用理化学専攻修士課程  2019年度修了   イーピーエス株式会社（医薬品・医療機器開発業務受託機関）

上林 稜平 さん　　2016年度卒業　山崎製パン株式会社

矢野 遥香 さん　　応用理化学専攻修士課程　2017年度修了　株式会社エスアールエル（受託臨床検査など） 卒業生

卒業生

卒業生
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生物工学科ではビール工場の見学や化粧品会社など実務に携わる方の講義、

外部から講師を招いて行うキャリア教育プログラムなど、社会とのつながりを重視しています。

生物工学科

特色・独自の活動学科のイチオシ

02

　生物工学科では、本で知識を勉強するだけでな

く、実際に遺伝子や微生物を使って実験し、生物学

の技術を身に付ける実験科目を多く用意していま

す。どれも大変人気のある科目です。

　写真❶は、「電気泳動」と呼ばれる分析を行うた

めに、器具を組み立てて、実験の準備をしていると

ころです。電気泳動では、寒天などの「ゲル」を用い

ますが、指でさしている部分でゲルができているの

か、学生の皆さんが話し合っているようです。実験

は何人かのグループで行い、結果を見てディス

カッションしながら進めます。これにより、周囲の人

と協力して、目的を成し遂げる力が身に付きます。

　写真❷は、そのような電気泳動の一例で、PCR法

で増幅した遺伝子を観察しているところです。二重

らせん構造のDNAは、色素を結合する性質があ

り、それに紫外線を当てると光ります。写真でピン

ク色に見えている部分がDNAで、その縦方向の位

置で、DNAの長さが分かります。通常は、実験条件

を変えていくつもPCR反応を行い、横に何列か並

べて電気泳動します。写真でも、７列ぐらい並んで

います。PCR法では、プライマーと呼ばれる試薬か

ら、元のDNAの種類が分かります。これを利用し

て、食品や病原体の検査などに応用され、現代社

会に欠かせない技術になっています。

遺伝子工学など、楽しい実験科目がたくさんあります 01

❶ 電気泳動の実
験準備

❷ PCR法で増幅
した遺伝子断片
を電気泳動した
ところ

　生物工学科では、生物学の基礎的な部分から、医

薬品・食品・コスメティック製品などの社会応用の分

野まで、いろいろな科目が年次ごとに開講されます。

特に、応用的な科目では社会とのつながりを重視し

ています。

　例えば、食品に関する科目では、ビール会社の工

場見学を実施しています。工場のスタッフの解説を

受けながら（写真）、高度な品質管理やクリーン環境

を必要とする製造の現場について、理解を深めます。

これによって、食品加工の現場に触れるとともに、そ

の過程にさまざまな業種が関わっていることを学習

し、自分の将来を考えるきっかけとしています。

　化粧品・生活用品などについて学ぶ「コスメティッ

ク科学」では、大手化粧品会社や世界的な香料メー

カーの研究員の方をお招きし、化粧品に使われてい

る技術や香料の基本を伺います。また、そのような製

品は工場で生産されていることから、大手工場設備

会社の指導的立場の方にお願いして、製品製造の現

場の様子やトラブル対処の実例など具体的で臨場

感あふれる内容も伺います。

　このような社会とのつながりを実地で学ぶことで、

授業で学んだ知識が現場で使われる様子を実感で

き、学修を深める貴重な機会となっています。

● ビール会社
の工場見学で
スタッフから解
説を受ける

● 工場ではク
リーン環境で
高度な品質管
理が行われる

　生物工学科が行う初年次からのキャリア教育プロ

グラムは、学生の皆さんが大学生として自覚を持ち、

主体的に学ぶ姿勢を養えるよう、その機会を提供す

ることが目的です。東海大学が掲げる「キャリア教育

の実践」に基づいて実施し、各種の就職情報会社の

方々とも連携して、学科の特性に合わせたプログラ

ムが編成されています。

　1年次から2年次にかけて外部から専門の講師を

お招きし、自分のキャリアについて考える講座を開講

しています。これにより、自らの長所や短所を見つめ

るとともに、有意義な学生生活を送るために必要なこ

とや、目標の実現にむけて身に付けるべき力につい

て考えます。写真は1年次生を対象とした講座「今す

べきこと！ 希望を星につなげるために」が実施された

ときの様子です。数年後の進路と自分の魅力や特徴

を分析し、今後の短期的な目標を立てるワークに取り

組む内容です。秋に行った2回目の講座では、1回目

に提出したワークを振り返りながら、次のステップに

進むための方法などを考えました。

　キャリア教育のプログラムは、初年次から年次を

追って実施されます。これにより、社会で働く上で必

要となる姿勢について考え、一人の大人として、また、

大学生としての自覚を持って、充実した学生生活を

送れるように、学科がサポートしています。

初年次からキャリア教育プログラムを実施しています 03

応用的な科目では、工場などを見学し、企業の方のお話も伺います

● キャリアについて考える講座
　「今すべきこと！ 希望を星につなげるために」



■⽣物⼯学科の実験に使⽤される学⽣専⽤の実験室

学⽣実験室
実験科⽬は、最新の設備を整えた専⽤の実験室で⾏います。
１００名以上が同時に実験できるスペースが設けられ、各種実験設備・機器が備えられています。

■実験室では飲⾷や化粧直し
ができません。このため、隣
接するトイレにはパウダース
ペースが設けられています。

■全員が同時に実験できるよう、⼗分な機器や器具類が
整備されています。左：エバポレータ、右：精密天秤

■各実験科⽬では、それぞれ
専⽤の機器を使⽤します。写
真は、遺伝⼦⼯学実験などで
実際に⽤いる専⾨的な装置で、
いずれも学⽣専⽤の設備です。
左：オートクレーブ
器具や薬品に⼊った細菌を
完全に殺菌します。

右：ゲル撮影装置
遺伝⼦断⽚をゲル電気泳動
して撮影します。

⽣物⼯学科



■卒業研究 先輩の声ピックアップ！

■主な就職先（⽣命化学科実績）
2020年度
アルフレッサメディカルサービス，ウェルシア薬局，エイワイファーマ，花王ビューティブランズカウンセ
リング，クリエイトエス・ディー，ジャパンビバレッジホールディングス、すかいらーくレストランツ，中
村屋，森永エンゼルデザート，丸善⾷品⼯業，狭⼭市役所，千葉県⽴⾼校，横浜市⽴中学校
2019年度
アルフレッサ ヘルスケア，イトーヨーカドー，クリエイトエス・ディー，コロワイド，島津アクセス，ジェ
イオーコスメティックス，住友⽣命保険，トオカツフーズ，東邦薬品，ファンケル美健，プライムデリカ，
三菱商事テクノス，メットライフ⽣命保険，警視庁，我孫⼦市役所，横浜市⽴中学校
2018年度
ウエルシア薬局，クリエイトエス・ディー，コロワイド，シーボン，シャープ，中村屋，⽇本⽣命保険，⽇
本ステリ，⽇本調剤，東急リバブル，富⼠ソフト，ミサワホーム，メイテック，わかもと製薬，警視庁，私
⽴中学校

■⼤学院応⽤理化学専攻

卒業研究と進路
研究室は、希望調査を⾏って配属を決めています。３年次から多くの⽅が研究活動に打ち込んでいます。
就職先は、医薬品・⾷品などの業種から公務員までさまざまです。⼤学院に進学して研究職を⽬指す⽅もあります。

⽣物⼯学科

Department of Bioengineering

遺伝⼦分野
ラミンA変異による筋ジストロフィーのゼブラ
フィッシュモデルの作製…ゼブラフィッシュという
熱帯⿂を使って、筋ジストロフィーという筋⾁の遺
伝病の研究をおこなっています。この病気の原因の
⼀つに、核膜を⽀えているラミンAタンパク質の変
異が⾒つかっています。遺伝⼦組換え技術により光
るラミンAをもつゼブラフィッシュを作製し観察し
て、核膜のタンパク質の変異がどのように筋⾁の病
気につながるのかを研究しています。
医薬品分野
遺伝⼦の異常によって起こる病気の原因解明…私は
発症する仕組みが解明されていない病気の研究をし
ています。そのため、仕組みの解明と治療法の模索
を⽬標に研究しています。研究は世界中の誰もやっ
ていないことをやるため、⾃分で考えて研究をして
結果が出た時や新しいことを知れた時は⾮常に達成
感を感じられます。

⽣化学分野
キュウリ果⽪に含まれる溶⾎性成分の精製…先⽣や
先輩はいつも優しく教えてくれて、研究も進んでい
ます。私は中国からの留学⽣ですが、私の研究室に
は留学⽣が多く、困難があるとき、お互いに⽀え
合って解決できています。
⾷品分野
アレルギー反応を抑えるお茶に関する研究…卒業研
究に取り組んで実感したことは、研究はやればやる
ほど新たな疑問が⽣じるということです。簡単だと
思ったことも実際には難しかったです。でも、⼀歩
ずつ進歩していると思います。
化粧品分野
グルタチオン誘導体によるメラニン⽣成抑制効果の
検討…私の卒業研究のテーマは、美⽩関連の内容で
す。私⾃⾝、化粧品や美容について興味があり、将
来、美容関係の職に就きたいと考えています。卒業
研究からこの実験に携わることができて、とても勉
強になりました。

求⼈には、研究を主な業務とした募集があり、そ
の多くで学部卒業と⼤学院修了の双⽅を応募対象と
しています。この場合、両⽅の学歴の⽅が応募しま
すが、⼤学院を修了している⽅が選考の上で結果的
に有利になる傾向があります。
このように、研究業務には⼤学院を修了した⽅が

適任であると、社会では評価されているようです。
⼤学院では、講義科⽬だけでなく、専⾨分野での研
究活動に重点が置かれます。その中では、研究テー
マについてディスカッションを⾏ったり、プレゼン
テーションをしたり、論⽂にまとめたりするため、

研究を進めるために必要なスキルが⾃然に⾝につき
ます。このようなことから、研究職を⽬指す場合は
⼤学院進学をオススメしています。
持続可能な社会を⽬指すために、国際社会の共通

⽬標としてSDGsが掲げられ、企業や研究機関は⾼
度な知識や技術をもった⼈材を必要としています。
⼯学研究科 応⽤理化学専攻では、そのような場⾯で
活躍できる研究者や技術者を育成することを⽬指し、
専⾨的なカリキュラムを編成しています。詳しくは
webサイトをご覧ください。
https://www.u-tokai.ac.jp/gd-engineering/
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大場　真 教授　博士（理学）
M.Oba

小島 直也 教授　理学博士
N.Kojima

［研究テーマ］ オリゴマンノース被覆リポソーム（OML）を用いた
　　　　　　細胞性免疫の誘導 など
［専門分野］ 生物化学 、細胞生物学、細胞免疫学

これまでに私たちが開発したオリゴマンノース被覆

リポソーム（OML）を用いて、細胞性免疫を誘導でき

ることを示し、マラリアなどの原虫感染症およびが

んの病態制御が可能なことを明らかにしました。現

在は乳酸菌の細胞壁を用いて、自然免疫の活性化

と獲得免疫の調節を行うことができるかを調べてい

ます。

糖鎖で覆われた粒子を用いた免疫応答制御とワクチン開発

笹川　昇 教授　博士（農学）
N.Sasagawa

［研究テーマ］ 刺激に対する生物の応答を遺伝子レベルで解明する
［専門分野］ 分子生物学、生化学

地球上の全ての生物はDNAと呼ばれる有機化合物

に遺伝情報を蓄えています。DNAからRNAに遺伝情

報が転写され、タンパク質に翻訳される仕組みも共通

して備わっています。さらにDNA配列の変化が生物の

進化にも直接関与しています。ここでは主としてDNAを

実験材料に、遺伝子の構造と機能を追究しています。

遺伝子の構造と機能を探る

金森 審子 教授　理学博士
A.Kanamori 

［研究テーマ］ 遺伝子導入・発現抑制による疾病モデル細胞構築、
　　　　　　皮膚炎症の鎮静化、メラニン生成抑制 など
［専門分野］ 細胞生物学、分子生物学、生化学 

「酸化」と「糖化」という2大ストレスに対する細胞の

生存率を高める研究をしています。病気のモデルと

なる培養細胞や分析機器を利用して、ストレス原因

物質の無毒化や細胞が受けるダメージの軽減に役

立つ抗酸化分子の作用機構を解析し、成果をアンチ

エイジングや病気の予防・治療につなげることを目

標にしています。

抗酸化分子をデザインして細胞のストレス抵抗性を高める

中田 宗宏 教授　医学博士
M.Nakata

［研究テーマ］ 天然に由来する細胞障害性分子の構造機能解析
［専門分野］ 天然物生化学、病態生化学

私たちが食用としている植物や担子菌（キノコ）の中

には、細胞に作用して細胞障害を引き起こす低分子

化合物やタンパク質を含んでいるものがあります。

この細胞を壊すという意外な働きを持つ生理活性物

質の構造や働きを解析し、そのメカニズムや代謝を

知ることで、さまざまな有効活用を目指しています。

食品中の意外な働きを持つ生理活性物質

蟹江　治 教授　薬学博士
O.Kanie

［研究テーマ］ 新規分子センシング法の開発、
　　　　　　人工糖タンパク・糖脂質の合成と利用
［専門分野］ 糖化学、分析化学、生物有機化学

核酸の構成要素にもなっている糖の中でも糖鎖に

ついて研究を行っています。脂質やタンパク質との

複合体の合成機構の解明を目的とし、有機化学的に

合成したプローブによる細胞内での糖鎖代謝を解

析する研究、未来のがん治療薬を目指す糖タンパク

質合成、分子センシング技術開発に関する研究を

行っています。 

生体分子としての糖鎖を「つくってみる」

片山 秀和 准教授　博士（農学）
H.Katayama

［研究テーマ］ ペプチド化学合成法の開発、
　　　　　　合成ペプチドを利用した生命現象の解明
［専門分野］ 生物有機化学 、ペプチド化学

生命機能を支えるペプチドやタンパク質の機能を解

明するには、純粋なペプチドを調製する必要がありま

す。ペプチドを有機化学的な手法を用いて合成する研

究のほか、甲殻類などの無脊椎動物に焦点をあて、

調製したペプチドを用いて種々の生命現象の機構を

分子レベルで明らかにすることを目指しています。

有機合成を生命現象の理解に応用 

水谷 隆太 教授　博士（薬学）
R.Mizutani

［研究テーマ］ ヒト脳組織の三次元解析、放射光イメージング、
　　　　　　マイクロCT・ナノCT法の生物学応用
［専門分野］ ヒト脳組織、神経回路、統合失調症、シンクロトロン放射光

私たちの研究室では、大型放射光施設SPring-8

（兵庫県）や、アルゴンヌ国立研究所（米イリノイ州）

の研究施設を利用して、脳組織の構造を調べていま

す。図は実際に得られたニューロンの3D像です。こ

のようなニューロンの構造が病気によってどう変化

するのか、統合失調症などを対象に研究を進めて

います。

三次元構造から生命にせまる

アミノ酸はタンパク質を構成する生体物質としてだ

けでなく、食品、医薬品、化粧品、化学工業などさま

ざまな分野で広く利用されている重要な有機化合物

です。当研究室では、タンパク質やペプチドの構造

解析に寄与する安定同位体標識アミノ酸の合成や、

アミノ酸の構造的特徴を利用した新しい反応の開発

に取り組んでいます。

アミノ酸の化学合成と有機合成への利用

［研究テーマ］ 安定同位体標識アミノ酸の合成、
　　　　　　アミノ酸を利用した不斉合成
［専門分野］ 有機合成化学、生体関連物質化学、有機典型元素化学

■抗酸化分子の反応性をHPLC（高速液体クロマトグラフィー）で解析

■機能性粒子による食細胞の機能制御

■生物機能を模倣する分子を化学合成

■解析のイメージ図

■プロリン（上）、グルタミン酸（下）の分子構造

■ニューロンの3D像

■研究対象としている生物

■細胞に含まれるDNA配列を読み上げることで、その生物が持つ遺伝子の構造や機能を明らかにする

Nano/micro 
particles

Th1

Th17

Th2

iTreg

Th0

教 員 紹 介
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高橋 哲夫 准教授　博士（農学）
T.Takahashi 

［研究テーマ］ 糖転移酵素の遺伝子改変、
　　　　　　糖転移酵素の物理的相互作用の解析
［専門分野］ 糖鎖生物学、遺伝子工学

当研究室では、タンパク質に結合する糖鎖がどのよ

うな仕組みでできるのかを中心に研究しています。そ

して世界に先駆けて糖鎖を作っている「糖転移酵素」

と呼ばれるタンパク質のヒト遺伝子の一つを特定し

ました 。将来は遺伝子工学の技術で新しい働きを持

つ糖タンパク質を生み出すことが期待されます。

糖転移酵素と呼ばれる遺伝子の一つを特定

三橋 弘明 准教授　博士（学術）
H.Mitsuhashi

［研究テーマ］ 筋ジストロフィー、疾患モデル、ゲノム編集
［専門分野］ 分子遺伝学、遺伝子工学、骨格筋生物学

遺伝子の異常によって起こる病気を遺伝性疾患と

呼び、原因不明のものや治療法が確立していない

疾患が数多く存在します。遺伝子の変異が細胞に

どのような影響を与え病気に至るのか、遺伝子工

学により人と同じ遺伝子異常を持ったゼブラ

フィッシュを開発し、疾患の原因を探る研究を行っ

ています。

遺伝子工学によって疾患の原因を突き止める

木村 啓志 准教授　博士（工学）
H.Kimura

［研究テーマ］ 生体模倣システムの開発、バイオセンサの開発、
　　　　　　生理流体シミュレーション など
［専門分野］ バイオエンジニアリング、生体医工学、組織工学

本研究室はマイクロ・ナノデバイス技術を医療・バイ

オ分野と融合させ、新しい研究分野や産業の創出を

目指しています。μm（10-6m）オーダーの小さな空間

を自在に設計・加工し、その中で生化学反応や細胞

培養を行うことによって、生命現象の解明や生体機

能の再構築を実現するデバイスを開発しています。

マイクロ・ナノデバイスを医療・創薬などに生かす

黒田 泰弘 准教授　博士（工学）
Y.Kuroda

［研究テーマ］ 生体に対する天然物成分の機能性と作用機構の解明
［専門分野］ 糖鎖工学

糖鎖は生体のエネルギー源だけでなく、その他のさ

まざまな生命現象でも重要な役割を果たしていま

す。当研究室では、機能性糖鎖の一つであるフラクト

オリゴ糖を多く含むヤーコンに着目し、その有効性

を化学的および生化学的に評価。将来的には健康

維持に役立つ高機能性食品の開発が期待されます。

植物由来の天然物機能性分子の探索と評価

■ヤーコン葉部と塊根部

■脳血管モデルチップ ■糖転移酵素のヒト遺伝子の一つを特定

■顕微鏡下でDNAを卵に注入す
ることにより、遺伝子組み換えを
行うことができる（左）。遺伝子組
み換えにより筋肉が緑色に光る
ゼブラフィッシュ（右）
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このイラストは何？ ヒントは以下webサイトで。

学科サイト：https://sites.google.com/view/tbio/

制作：東海大学 生物工学科 準備WG 表紙デザイン：蟹江治
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